
 
 
 
 
 
 

 

会場案内 

財団法人三重北勢地域地場産業振興センター 

（じばさん三重）６Fホール 

〒510-0075 四日市市安島一丁目 3番 18号 

TEL 059-353-8100 FAX 059-353-8104 

ご来場にはなるべく公共交通機関をご利用くだ
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日
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名
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市民公園
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口

平成 18年度大学院博士後期課程 
重点課題シンポジウム 

三重県を中心とした 
自然災害研究 
三重大学大学院生物資源学研究科 

環境保全学講座 

開催要項

日 時： 
 
会 場： 
 
参加料： 
定 員： 
申込方法： 
 
 
 
申込締切： 
受講決定： 
 
 
 
 
 
問合せ先： 
 

平成 18年 1 日（木） 
15:10～17:1
三重北勢地域 業振興 
センター（じ 三重） 
無料 
150名 
参加申込書に 項をご記入

の上 FAX で 込みくださ

い。また、ホ

お申し込みい

平成 18年 1
定員になり次

お早めにお申

定員を超えた

上げます。受

ませんので、

受付に名刺を

〒514-8507 
三重県津市栗

三重大学大学

科環境保全学

Tel：059-23
FAX：059-2
E-mail：kaj

 
 
 
 
 

日 時：

場 所：

 
主 催：

 

平成 18年 11月 16日（木） 
三重県北勢地域地場産業振興センター 
６Fホール(四日市市） 
三重大学大学院生物資源学研究科 
環境保全学講座・環境創成学講座 
 

1月 16
5 
地場産

ばさん

必要事

お申し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津

近鉄四日市駅から徒歩 5分 

ームページからも

ただけます。 
1月 10日（金） 
第締切りますので

し込みください。

場合はご連絡申し

講票は発送いたし

シンポジウム当日、

ご提出ください。 

真町屋町 1577 
院生物資源学研究

講座（担当：加治佐） 

1-9590 
31-9591 
isa@bio.mie-u.ac.jp 

 
 
 

 
後 援：

 

財団法人造水促進センター 
三重県、 
EPOC・環境パートナーシップ・CLUB 

利活動法人日本オゾン協会 

お知らせ 

・大学院出願資格事

平成 18 年 11 月 20 日

（社会人特別選抜で出

要ですので，事前に

（059-231-9633）にご

・共同研究に関する

〒514-8507 津市栗真

国立大学法人三重大

Tel：059-231-9006 
国立大学法人三重大学 

大学院生物資源学研究科 
さい。

古屋
協 賛：

参加料：

定 員：

特定非営

無料 
150名 

前審査書類提出期限 

（月）～11 月 22 日（水）

願する場合、個別審査が必

生物資源学研究科事務室

照会ください）。 

お問い合わせ 

町屋町 1577 

学事務局社会連携課 
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案内
平成 18年度大学院博士後期課程 
重点課題シンポジウム 

三重県を中心とした自然災害研究 
三重大学大学院生物資源学研究科 

環境保全学講座 

－参加申込書－ 
（フリガナ）

氏  名 

 

（フリガナ）  

ンポジウム開催のご案内 
環境保全学講座シンポジウム 

プログラム 

 
座長：成岡 市 教授 

15:10～15:35 
「伊勢湾と三河湾に関する海洋学的研究紹介」 

関根義彦（環境保全学講座教授） 

物資源学部は大学院重点化により、平成 18
月 1 日より大学院大学となり、三重大学大
生物資源学研究科として新たなスタートを

ました。この大学院大学化に伴い大学院博士

課程は重点研究課題を設定したプロジェク

教育・研究組織へと改組されました。 
企業・団体名

所  属  
役 職 名  
住  所 〒 

 
 

電話番号  
FAX 番号  
E-mail  

申し込み用紙に必要事項をご記入の上、FAX でお申

し込みください。 

連絡窓口：財団法人造水促進センター 

三重大学大学院シンポジウム担当 

Fax：03-5644-0686 

E-mail：wrtd@wrpc.jp

また、下記のホームページからもお申し込みいただ

けます。 

http://www.wrpc.jp/event/form1116.htm

http://dobokupc4.bio.mie-u.ac.jp/kokusi/reg.html

15:35～16:00 
「豪雨による旧宮川村の土砂災害」 

林 拙郎（環境保全学講座教授） 
16:00～16:25 
「三重県での水災害の現状とその防御計画」 

葛葉泰久（環境保全学講座教授） 
16:25～16:50 
「防災への ITと GISの活用」 

福山 薫（環境保全学講座教授） 
16:50～17:15 
「三重県の森林被害に関する話題」 

    近藤観慈（環境保全学講座助教授） 

     

    

の新しい活動をスタートするにあたり、教

究プロジェクトの内容、その社会での意義

ついて我々自身が再度深く認識するととも

ロジェクトにおけるその役割、位置づけを

に認識し、分担・強調のもとに新しい活動を

となって推し進めることが重要となります。 
こで、新組織における教育・研究を強化する

もに、生物資源学研究科の活動を広く社会に

するため、環境保全学講座では開設シンポジ

の開催を計画いたしました。このシンポジウ

は、三重県を中心とした自然災害の研究につ

の講演を５題予定しています。 
きましては多数ご参加くださいますようご

申し上げます。 

平成 18年 10月 

mailto:wrtd@wrpc.jp
http://www.wrpc.jp/event/form1116.htm
http://dobokupc4.bio.mie-u.ac.jp/kokusi/reg.html

